
消化器がんのスクリーニング検査

マイクロアレイ血液検査

胃がん・大腸がん・胆道がん、膵臓がんの４つのがんを採血で判定する検査です。がん細胞を攻撃する際に
生じる遺伝物質(m-RNA)のパターンを測定することで、がんの有無を遺伝子レベルで判定いたします。

<マイクロアレイ血液検査とは？>

<マイクロアレイ血液検査の特徴>

マイクロアレイ血液検査で消化器がんの
早期発見・早期治療の可能性を高めることができます。

血液から遺伝物質(m-RNA)を抽出

胃がん

膵臓がん大腸がん

胆道がん

遺伝物質の反応パターンからがんを判定

消化器がんへの高い感度・特異度

90％以上の検査精度

陰性と判定できた割合

92.9％（特異度）

陽性と判定できた割合

98.5％（感度）

消化器がんの方に
本検査を実施

消化器がんでない方に
本検査を実施

マイクロアレイ血液検査では、がん細胞への反応に伴い増減するm-RNA(メッセンジャーRNA)を測定し
がんの反応・発現パターンを解析しています。

この技術では、実際にがんが発現する際の状況を捉えるため、視覚的に確認出来ない微細ながん細
胞も検知できる可能性が高いとされています。また、実際に感度98.5％であった臨床研究においてもそ
の半数はステージⅡ以下であり、膵臓がんを含む消化器がんを早期に診断できる可能性が示唆されて
おります。

細胞中の遺伝子(DNA)の設計図を遺伝物質(m-RNA)が転写し、
がん細胞を攻撃する際に必要となるたんぱく質を作り出します。

細胞 m-RNADNA



<報告レポートイメージ>

検査項目名 マイクロアレイ血液検査

検体量 全血5mL

容器 PAXgene® RNA採血管

保存(安定性) 常温

報告期間 検体受領から25日

測定・解析機関 株式会社キュービクス

検査方法 Microarray法

備考 本検査の結果のみでがんの有無判定は出来ません。大腸ポリープ等の既往歴がある方、転
移がんについては、正しく結果が出ない場合があります。
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第1段階

第2段階

第3段階
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以下の3段階の解析を行い、各がんのリスクを判定
しております。
①がん・炎症により変動する2,665種のRNA発現量
②消化器がんにより変動する21種のRNA発現量
③各臓器のがん症例のRNAの発現パターン


